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　全体的にみると、健康・福祉分野の項目全般と生活環境・生活基盤分野の中の生活環境に関する項目（上
水道、消防・救急、ごみ処理・リサイクルなど）の満足度が高く、産業分野の項目全般と生活環境・生
活基盤分野の中の生活基盤に関する項目（公共交通、道路、土地利用など）の満足度が低くなっています。
46項目のうち、満足度がプラス評価の項目が 21項目、マイナス評価の項目が 25項目となっています。

●満足度
　まちの各環境について、現在どの程度満足しているかを把握するため、健康・福祉分野、産業分野、
生活環境・生活基盤分野、教育・文化・コミュニティ分野、行財政・協働等分野の５分野46項目を設
定し、項目ごとに「満足している」、「どちらかといえば満足している」、「どちらともいえない」、
「どちらかといえば不満である」、「不満である」の５段階で評価してもらい、評価点（満足度：最高
点10点、中間点０点、最低点－10点）を算出しました。

●●●●●●●●満足度満満満満満足度足度足足度足度度度満満 度度度
まままままままちま のちのちちののののまちちちのまま の各の各環境各環各各環環環境環境各各各環各環環のの 境に境につ境に境境ににつつ境境ににつ境境 ついついていていついいいててついてつつ て、て 現現、、現現現現て 現現てて 現在現在ど在ど在在どどど在在在在どど現現 の程の程度の程のの程程度度の程程程度程のの 度満度満足満足満度満満満足足足度度満満足足度度 足し足 てしてししてててて足足しして足足 ていているかいるいいるるかかいいるるてて かをかかをかかかかををかか

生活生活生活活環活 境環境活環境境 生生生活基活基盤基活基基盤分盤 野分盤分分野野野 教教野 教育教育教育 文文化化文文化 分分分分

2.34保健サービス提供体制
医療体制

子育て支援体制
障がい者支援体制
高齢者支援体制
地域福祉体制

工業振興・企業誘致の状況
農業振興の状況
観光振興の状況
商業振興の状況

消費者対策の状況
雇用対策の状況
環境保全の状況

エネルギー対策の状況
ごみ処理・リサイクル等の状況

し尿処理の状況
道路の整備状況
公共交通の状況
土地利用の状況

市街地の整備状況
住宅施策の状況

定住・移住促進対策の状況
公園・緑地の整備状況

上水道の整備状況
下水道の整備状況

交通安全体制
防犯体制
防災体制

消防・救急体制
就学前児童の教育環境
小・中学校教育環境
青少年健全育成環境

コミュニティ活動の状況
男女共同参画の状況

人権尊重のまちづくりの状況
生涯学習環境
スポーツ環境
文化芸術環境

文化遺産の保存・活用状況
行政改革の状況

行政サービスの状況
財政運営の状況

町民参画・協働の状況
広域的連携によるまちづくりの状況

情報化の状況
国際化の状況

１　健康・福祉分野

２　産業分野

３　生活環境・生活
　　基盤分野

４　教育・文化・コ
　　ミュニティ分野

５　行財政・協働等
　　分野
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まちづくりに関する町民アンケート調査の結果【概要】ケケケケケケケケケケ トトトトトトトトトトトトトト 【【概ケケケケケーケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンすすすすすすすすすすすすするる町町町町りりりりりりりりくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりくくくづづづづづづづづづづくくくくくくくくくづづくくくくくくくくくくくくくくくづづづづづづづづくくくくくくくくくくちちづづづづづづづづづづづづづづづづづちちまちちち 】】】】】りりにににににににに アアアアアアアりりりりりりりりり す ンンンンンンケケケ のンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケままちづくりに関する町民アンケート調査の結果【概要】まちづくりに関する町民アンケート調査の結果【概要】まちづくりに関する町民アンケート調査の結果【概要】

　町では、平成29年度、今後10年間のまちづくりの指針となる「茨城町第６次総合計画」を策定する
予定です。
　この計画に、町民の皆様のご意見・ご提案を活用できるよう実施しました「茨城町の新しいまちづく
りのための町民アンケート調査」の結果がまとまりましたので、お知らせします。
　多くの皆様のご協力をいただき、ありがとうございました。

　　【調査対象】　満18歳以上の町民3,000人
　　【抽出方法】　住民基本台帳から性別、年代及び居住地区別に無作為抽出
　　【調査期間】　平成28年９月２日から平成28年９月16日まで

　36.6％（1,098人）

　「どちらかといえば住みやすい」と答えた人が45.7％で最も多く、これに「とても住みやすい」
（16.4％）をあわせた“住みやすい”という人が62.1％にのぼっています。これに対して、“住みにくい”
という人（「どちらかといえば住みにくい」（10.7％）と「とても住みにくい」（3.0％）の合計）は
13.7％にとどまっており、住みやすいまちだと思っている町民の割合は高いといえます。また、前回の
アンケート（平成23年12月実施）と比較すると、“住みやすい”が約６％上昇しています。

●居住意向
　「住み続けたい」と答えた人が41.9％で最も多く、これに「できれば住み続けたい」（27.5％）をあ
わせた“住み続けたい”という人が69.4％にのぼっています。これに対して、“移転したい”という人
（「できれば町外に移転したい」（12.3％）と「町外に移転したい」（2.6％）の合計）は14.9％にと
どまっており、定住意向は強いといえます。また、前回のアンケート（平成23年12月実施）と比較す
ると、“住み続けたい”が約９％上昇しています。
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●性　　別

●年　　齢

●居住地区 長岡地区 川根地区 上野合地区 沼前地区 石崎地区 無回答
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全体 45.9 14.2 11.7 13.2 14.8

0.2
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（%）
全体 7.1 10.3 15.211.5 29.2 26.4

0.3

男性 女性 無回答
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